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本書の構成は以下の通りです。まず第 1章では，音声指導について扱
います。音声は日本語の授業であまり扱われることのない項目ですが，英
語やフランス語などでは，音声は重要な指導項目です。この章では，なぜ
音声指導が重要なのかについて考え，日本語の子音，母音，リズム，アク
セント，イントネーションについて，英語と対比しながら説明します。そ
して，学習者にとって困難な音声的特徴について言及し，これらの音声の
指導法について紹介していきます。
第 2章では，語彙指導について説明します。語彙は自宅で覚えればよ
いものと考えられてきましたが，近年言語習得における語彙力の重要性が
認識されてきました。また，コミュニケーションに必要な語彙知識は字
形，辞書的な意味，発音だけではなく，共起関係，用法などを含む複雑な
知識であることも分かっています。そこで，本章では，まず語彙とは何
か，そして語彙の構成要素とは何かについて考えます。また，学習者が言
語を円滑に運用するために必要な語彙量や語彙の習得過程についてまとめ
ます。更に，日本語の語彙の特徴や漢字力と語彙力の関係について述べ，
語彙力を増やすための漢字の指導と語彙指導について紹介します。
第 3章では，読解指導について述べます。日本語の表記の複雑さもあ
り，読解については多くの研究があります。けれども，人が何をどのよう
な目的で読むのか，目的によって読み方がどう変わるのか，読みの過程で
何が起こるのかといったことについての体系的な記述は不足しているよう
に思われます。そこで，この章では，読みの目的，流暢な読みとそうでな
い読みの違い，読みの過程について説明し，読解力を獲得するために必要
な技能について述べます。更に日本語の読解における問題点や留意点につ
いてまとめ，教室内外でどのように読解を教えるかについて紹介します。
第 4章は，聴解指導についてまとめます。まず，音声言語の特徴をふ

まえ，聴解と読解の基本的な違いについて説明します。さらに，聴解過程
と流暢な聴解のために必要な技能についてまとめます。そのうえで，聞き
取りのための基礎的能力を伸ばす方法について紹介していきます。
第 5章から第 8章は，本書の続編で扱います。第 5章では文法指導に
関する 2つのアプローチや，文法習得を難しくする要因，そして，文法
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習得を促す指導について考えます。第 6章では会話指導について検討し
ます。この章では，口頭産出が必要とされる様々な場面と目的について紹
介し，対話と独話，交渉会話と交流会話の談話の特徴，日本語における
ターンテイキングの規則などについてまとめます。そして，文法を教える
ための会話ではなく，会話をするための会話の指導の方法について紹介し
ます。第 7章は作文指導について説明します。ここでいう作文とは，文
章を書くことではなく，コミュニケーションをするために行うすべての書
く活動です。そこで，書く目的，書き言葉の特徴，書式について説明しま
す。さらに，文章を書く場合を想定し，その産出過程，上手な書き手とそ
うではない書き手の違いについて述べます。さらに，文章産出過程におけ
る学習者の問題について検討し，効果的な作文指導の在り方について紹介
していきます。
第 8章では複数の技能や知識を組み合わせて使う総合学習について検
討します。実際のコミュニケーションでは，ただ「聞く」「話す」だけで
はなく「聞いて話す」「聞きながら書く」「読みながら書く」というように
複数の技能を使うこともよくあります。そこで，本章では，様々な知識や
技能を複合的に使う指導について，近年のアプローチをもとに紹介します。
本書では，理論と実践を組み合わせることで，何を指導すべきか，それ
はどうしてなのか，指導するのであれば，どのようにすることが学習者の
言語習得を促すのかについて考えていきます。日本語の教科書はあくまで
も素材であり，多様な学習者すべてに対応できる教科書というものは存在
しません。いかに効果的な指導ができるかは，自分の学生について最もよ
く知っている現場の教師にかかっています。教科書に依存するのではな
く，学習者の学習過程や言語習得上の問題点を理解することがまず大切で
す。そして，授業で行うひとつひとつの活動の役割や意味を考え，授業を
デザインすることで，より高い効果を上げられるのではないかと思いま
す。本書がそのための参考資料として，学習者を支援する一助となること
を願っています。

 2022年　8月

 畑佐由紀子
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第 1 章

音声指導

1. はじめに
外国人の発話で母語話者が一番初めに注意を向けるのはおそらく発音だ
と思います。外国語なまりは上級になっても残ることが多いため，発音を
聞きさえすれば，その人が外国人であることは母語話者には容易に分かる
ことが多いです。外国語なまりは，発話が正確に理解され，母語話者に悪
い印象を与えなければ，大きな問題にはなりませんが，耳障りであると
か，気が荒いといった本人の性格とは異なる好ましくない印象を与えてし
まう場合は，母語話者に誤解される原因になりかねません。また，単語が
聞き分けにくいといった発音上の問題がある場合，どれだけ文法的に正し
く話していても，母語話者に正しく発話意図が通じませんし（土岐, 
1980），母語話者からも日本語能力が低いと判断されてしまいます（Ensz, 
1982; Nelson, Signorella, & Botti, 2016; 東間, 1991）。そのため，発音が悪
いことがコンプレックスになって，話すことに対する苦手意識を持ってし
まう可能性もあります。
その一方で，音声能力の獲得は，聞き取りや発音能力の向上に役立つだ
けではなく，語彙知識の獲得にも役立ちます。音が正しく聞こえれば，聴
解や会話を通して語彙を獲得することができますが，音が聞き分けられな
いと，聞き取りから語彙，特に話し言葉の獲得が難しくなります。例え
ば，日本語には /v/という音は存在しませんから，/b/と /v/はどちらも
/b/と認識されます。一方，英語では /v/と /b/は意味の違いを表し，va-
cationの短縮形 vacは「休暇」，backは「背中」という意味になります。
しかし，会話の最中にこのような語に出合うと，誤解をしたり，後で辞書
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第 2 章

語彙指導

1. はじめに
語彙は，コミュニケーションを成立させるために，最も基礎的な言語知
識です。なぜなら，語彙，特に，名詞，動詞，形容詞といった自立語は，
人が何らかのメッセージを伝えたり，理解したりするための基本的な意味
を表す言語要素だからです。そのため，単語を間違えると，意味の伝達や
理解に大きな負の影響を及ぼします。単語を知らなければ，最低限のメッ
セージを伝えることも，簡単なメッセージを理解することもできません
し，語彙力は，文法知識よりも，読解や聴解の成功に関与することが多く
の言語で明らかになっています。また，語彙の間違いは会話で聞き手の注
意をひきやすく，コミュニケーションの断絶を起こしやすいことも分かっ
ています。このように，語彙力は，様々なコミュニケーションの場で重要
な役割を果たすのです。
けれども，日本語教育では，授業で教えるよりも，家で覚えてくる項目
として扱われることが多いようです。語彙は数が多く家で覚えられるの
で，授業では扱わなくてもいい，語彙より文法や会話に授業時間を使った
ほうがいいといった考えがあるからかもしれません。しかし，先行研究で
は，語彙知識は非常に複雑で運用が難しい言語項目であることや語彙の獲
得には時間がかかることが指摘されており，積極的に指導すべきとされて
います。
そこで，本章では，語彙知識に関する基本的な定義を紹介し，コミュニ
ケーションに必要な語彙数，語彙知識の構成要素とその習得過程について
説明します。そのうえで，日本語の語彙の特徴や漢字力と語彙力の関係に
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第 3 章

読解指導

1. はじめに
言語の基本は話し言葉であり，書き言葉ではないと言われます。なぜな
ら，自然言語に口頭言語があって文字がないものは存在しますが，文字が
あって口頭言語がないものは，ラテン語など口頭言語が死語になったもの
だけだからです。話し言葉は，その言語が使われる環境にいれば，勉強し
なくても習得できますが，書き言葉は，母語話者といえども学習しなけれ
ば習得できません。2020年 9月のユネスコの調査によると，2019年の世
界の識字率は 86.48％で，10億 7,428万人（15歳以上）が文盲だと報告
されています（UNESCO, 2021）。
日本では 9年間の国語教育を通して，読解力と文章産出能力を育成し

ており，その目的は，教科学習の基礎を養うだけではなく，理解力・表現
力を育成することにあります。そのため，文字教育のほか，詩や小説など
の文学作品や，説明文や意見文などまとまった文章を読ませることが多い
です。
これに対して，L2学習者の場合，学習対象となる読み物は多岐にわた
ります。例えば，銀行口座を開いたり，電車の時刻表を見たり，インター
ネットで買い物をしたりする際など，日々の生活で様々な物を読みます。
母語話者がこれらの資料の読み方を学校で勉強することはありません。し
かし，L2学習者にとっては，これらは日本で生活していくために必要な
学習対象となります。また，日本研究をする学習者は，習熟度が低くて
も，難解な原文を研究のために読まなければならないこともあります。こ
のように，L2学習者に対する読解教育の目的は，学習者のニーズに左右
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第 4 章

聴解指導

1. はじめに
L1でも L2でも，聞いて分かるということは運用能力を身につけるため
に，重要な役割を持ちます。例えば，乳児は生まれてから 9ヶ月から 1
年 6ヶ月までは沈黙期にあり，言葉を話すことはできませんが，生後 1
年ぐらいまでに母語の音素の弁別ができるようになります。そして，音韻
知覚能力の発達に伴い，インプットから母語の単語を理解するようにな
り，発語が始まり，急激に言語が発達します。文法的な間違いはあるもの
の，2歳ころには大人との会話ができるようになり，4歳ころにはほとん
どの文法形態素を使うようになります。つまり，母語の場合，聞く能力は
話す能力に先行して発達すると考えられます。

L2学習者にとっても，聞いて理解することは，言語を獲得するために
重要な基礎的スキルでもあります。ただ，母語と違い，L2学習者の場合，
沈黙期がある人もない人もいますし，沈黙期があったとしてもその期間は
様々です。例えば，教室で日本語を学習する人は，初めから話すことを要
求され，沈黙期がありません。また，日本語を全く話せない状態で日本に
来て，周りに日本人しかいないという場合，積極的に話そうとする人には
沈黙期がありません。一方，しばらく話せない期間があって，徐々に話す
ようになる人には一定期間の沈黙期があります。沈黙期が長い場合，聞け
るけれども話せないといういわゆる受容的バイリンガルになることもあり
ます。このように，L2の場合，聞くことは，必ずしも話すことに先行す
るわけではなく，また，聞けるようになれば必ず話せるようになるという
わけではない点で母語習得とは異なります。




